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学
生
生
活

　

本
学
学
生
の
進
路
や
就
職
に
関
す
る
活
動
を
支
援
す
る
目
的

で
、
各
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
が
置
か
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
は
キ
ャ
リ
ア
支
援
、
就
職
支
援
の
二
つ
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
通
し
て
、
学
生
の
活
動
を
強
力
に
バ
ッ
ク
ア
ツ
プ
し
て
い

る
。

　

戦
後
、
本
学
に
本
格
的
な
就
職
機
関
が
設
け
ら
れ
た
の
は
、

一
九
五
二
（
昭
和
二
十
七
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
戦
前
に
も
、

昭
和
恐
慌
の
最
中
の
三
二
年
に
人
事
課
が
置
か
れ
、
就
職
講
演
会

を
主
催
し
、
就
職
の
斡
旋
を
行
っ
た
り
し
て
い
た
こ
と
は
あ
っ
た

が
、
そ
の
後
、
庶
務
課
人
事
係
と
な
り
、
戦
後
は
厚
生
課
の
業
務

の
一
環
と
し
て
就
職
の
斡
旋
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

五
三
年
三
月
に
は
、
旧
制
の
最
後
と
新
制
の
最
初
の
卒
業
生
が

同
時
に
誕
生
し
、
合
わ
せ
て
約
一
二
万
人
の
大
学
卒
業
生
が
見
込

ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
た
い
へ
ん
な
就
職
難
が
予
想
さ
れ
、
文
部
省

や
他
大
学
も
就
職
対
策
に
力
を
入
れ
は
じ
め
た
。

　

そ
こ
で
本
学
で
も
、
就
職
斡
旋
の
た
め
の
機
関
と
し
て
就
職
委

員
会
の
設
置
が
五
二
年
早
々
か
ら
計
画
さ
れ
た
。
本
学
の
卒
業
生

数
も
例
年
の
三
倍
と
な
り
、
従
来
の
厚
生
課
で
は
不
十
分
と
考
え

ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　

こ
の
就
職
委
員
会
は
、
実
際
に
は
五
月
か
ら
人
事
委
員
会
と
し

て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
委
員
長
の
柴
田
甲
四
郎
の

も
と
で
、
多
く
の
教
職
員
・
学
員
が
常
務
委
員
・
委
員
・
顧
問
と

し
て
活
動
し
た
。
特
に
委
員
は
、
学
内
・
地
方
・
東
京
近
県
・
東

京
の
関
係
か
ら
八
七
名
が
選
出
さ
れ
、
主
に
就
職
先
の
開
拓
に
あ

た
っ
た
。
同
委
員
会
の
下
に
は
事
務
機
構
と
し
て
人
事
部
が
置
か

れ
、
当
初
は
若
林
勝
太
郎
が
副
部
長
と
し
て
そ
の
指
揮
を
執
っ

た
。

　

人
事
委
員
会
で
は
、
毎
週
一
回
運
営
会
議
を
開
き
、
就
職
対
策

を
協
議
し
た
。
学
生
に
対
す
る
就
職
補
導
と
就
職
地
盤
の
拡
大

強
化
を
二
大
目
標
に
し
て
、「
そ
の
道
の
権
威
」
を
講
師
と
し
て

就
職
補
導
講
座
を
開
催
す
る
一
方
、
委
員
長
は
じ
め
各
委
員
が
企

業
を
回
っ
て
求
人
先
の
開
拓
に
努
め
た
り
、
評
議
員
・
学
員
・
教

職
員
の
協
力
に
よ
り
、
求
人
会
社
紹
介
の
依
頼
状
を
発
し
た
り
し

た
。

　

第
一
回
の
就
職
補
導
講
座
は
、
六
月
六
日
、
朝
日
新
聞
調
査
研

究
室
の
金
子
喜
三（
学
員
）を
講
師
に
、「
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
の
問
題
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
開
催
さ
れ
た
。
会
場
の
五
五
号
教
室
（
講
堂
）

は
、
熱
心
な
学
生
で
満
員
と
な
っ
た
。
ま
た
、
六
月
二
十
五
日
に

は
二
六
八
通
の
求
人
先
に
関
す
る
紹
介
依
頼
状
が
、
有
力
学
員
に

宛
て
て
発
送
さ
れ
た
と
い
う
。

　

八
月
下
旬
に
は
、
柴
田
委
員
長
の
下
に
教
授
二
七
人
・
職
員
八

人
か
ら
な
る
学
内
銓せ

ん
こ
う衡
委
員
が
決
定
さ
れ
、
九
月
一
日
か
ら
こ
れ

ら
の
委
員
に
よ
る
学
内
銓
衡
が
開
始
さ
れ
た
。
い
わ
ゆ
る
予
備
試

験
を
学
内
で
行
い
、
こ
れ
に
パ
ス
し
た
者
に
だ
け
大
学
の
推
薦
状

を
出
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
の
予
備
試
験
は
朝
八
時
か
ら
夜
十

時
頃
ま
で
に
及
ん
だ
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

学
生
を
全
部
就
職
さ
せ
る
に
は
少
な
く
と
も
一
校
に
対
し
千
社

以
上
の
求
人
申
込
が
必
要
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
た
が
、
九
月
半
ば

で
他
大
学
が
一
〇
〇
か
ら
一
五
〇
社
と
い
う
状
況
に
対
し
、
本
学

で
は
二
六
〇
社
か
ら
求
人
が
あ
っ
た
。

　

翌
年
四
月
末
に
は
、
就
職
者
総
数
は
二
、六
〇
八
人
（
昼
間

部
）、
求
人
総
件
数
も
一
、二
七
八
件
に
達
し
た
。
前
年
度
に
比
し

て
、
就
職
者
数
が
七
倍
、
求
人
件
数
も
四
倍
と
な
り
、
人
事
部

に
求
職
を
依
頼
し
た
者
の
九
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
卒
業
者
数
の

八
〇
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
の
就
職
が
決
定
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
数
字
か
ら
だ
け
で
も
、
人
事
委
員
会
・
人
事
部
設
置
の
成

果
が
理
解
で
き
る
だ
ろ
う
。
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人
事
委
員
会
・
人
事
部
の
設
置

人事部での学内選考（1961 年 10月）


